文系生命科学Ｉ　平成１５年度夏学期　試験　（石浦）

　

問１．　次の常識問題に２－３行で答えなさい。

(1)　古生物からＤＮＡをとると、なぜミトコンドリアＤＮＡばかりがとれるのか。

(2)　アルツハイマー病の素因遺伝子アポＥ４をホモで持っていて発病しない人がいる理由を書け。

(3)　狂牛病の感染本体であるプリオンは、どうして食肉から脳にうつるのか。経路を詳しく説明せよ。

(4)　染色体と遺伝子の違いを説明せよ。

(5)　マウスとラットの違いを、具体的に説明せよ。

　

問２．　次の文章のうち、誤っているものの番号を書きなさい。（ただし誤りは４個以下であり、数字を５個以上書くと採点しないものとする）

(1)　ウイルスに抗生物質は効かない。

(2)　地球上の生物の進化を見ると、多細胞生物が生まれたあと海にシアノバクテリアが繁殖し、酸素を作り出した。

(3)　Ａ→Ｂ→Ｃという化学反応がある生物に備わっているとする。このとき、Ａ→ＢよりＢ→Ｃの方の反応が進化的にあとに備わった。

(4)　遺伝子治療は、劣性遺伝病の人に、より効果的にはたらく。

(5)　タンパク質は、一般にドメインが加わるように進化し、だんだん大きくなっていった。

(6)　DNAの個人差には、ある特定塩基の変化、繰返し配列の長さの変化、特定配列の有無、などがある。親子鑑定には主に特定配列の有無が使われている。

(7)　テーラーメイドの医療の標的になっているのは肝臓にあるシトクロムP４５０という酵素で、この個人差が解毒作用の強弱としてあらわれる。

(8)　テロメアというのは、染色体の端にある繰り返し配列のことである。

(9)　種として寿命の長い動物の細胞は、寿命の短い動物の細胞より、分裂能力が高い。

(10) X染色体の上に女性、Y染色体の上に男性、の持つ特有の機能を規定する遺伝子がある。

　

問３．　個人のDNA配列が明らかになるにつれ、病気の原因や素因がはっきりしてきた。自閉症を例にとり、(a)その症状、(b)脳のはたらきとの関連、(c)分子変異と症状との関連、(d)その進化上の意味、について、授業内容を参考にして、各々５行程度で論じなさい。

　

問４．　今回の授業は身体に焦点を絞って解説した。これ以外に、どのようなトピックを扱って欲しいか、時間に余裕があったら書いていただきたい。これは次回の授業の参考にするためである。ただし、脳のはたらきと生命倫理については冬学期に扱う予定である。

